
（仮称）大山駅西地区まちづくり検討会 

  平成 28 年１１月４日（金）午後 7 時半～ 

  区立仲町地域センター 第 1 レクリエーションホール 

次   第 

１ 開会挨拶（事務局から）

・（仮称）大山駅西地区まちづくり検討会の主旨 

・事務局（都市整備部 拠点整備課）の位置付け

２ 検討会メンバー紹介

・各町会、各商店街振興組合等の紹介

・板橋区職員紹介

３ 議題

・大山駅周辺地区のまちづくりの経緯

・規約内容（会の運営等）について

・まちづくりの進め方について

４ 意見交換

５ その他

・次回開催日程調整

６ 閉会 

資料 １ 

資料 ２ 

資料 ３ 

資料 ４ 資料 ５ 

資料 １ 資料 ６ 

（１）第１回検討会
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（仮称）大山駅西地区まちづくり検討会 

大山駅西地区周辺まちづくりについて 資料 １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【会の主旨】 大山駅西地区におけるまちの課題やまちの魅力を整理・共有しながら、現在までのまちづくりの状況を踏 
      まえ、まちの将来像の実現に向けたまちづくりルールの導入について検討していく。 
       
【進め方】 ⑴別紙会員の方々で、２ヶ月に１～２回程度の検討会を行ない、住居系エリア・商業系エリア・沿道エリア 
       などの地域特性ごとの課題の抽出やまちのルールを決めることで何が出来るかを検討・研究していく。 
      ⑵運営事務局は、拠点整備課が担当し区と連携を図り進めていく。 
 

 まちづくり検討の行程 

①まちづくりの検
討体制を整える。 

③まちづくり方針を 
まとめる。 

②まちの魅力や課題
を整理・共有する。 

④まちづくりのルー
ルを作る・基本計画
を作る。 

⑤まちづくりを実践す
る・事業化する。 

有志で集まる、検討組
織をつくるなど、
「核」となる検討体制
をつくる。検討テーマ
や検討の進め方などを
話し合う。 

魅力をさらに伸ばし、
問題点を解決していく
ために、今後、こんな
ことができそうという
取組みアイデアを話し
合う。 

『めざすまちの姿（将来像）』
『誰が（主体）』 
『どのように（方法）』 
『いつ（時期）』 
『何から（優先）』 
 取り組むかまとめる。 

方針に基づく取組みを具
体化したり、計画的に進
めるために、まちづくり
活動やまちの整備のルー
ルや実施計画をつくる。 

ルールや基本計画に基
づき、活動を実践した
り、まちの整備を事業
化（実現化）する。 

◆町会や商店街等
の代表者の方々で
まちづくりの検討
体制を考える。 
◆まちづくりの検
討会の立ち上げ 

◆会により魅力の
発見・課題の抽出
を行なう。 
◆まちづくりの手
法で何が出来るの
か取組の検討を行
なう。 

◆まちの将来像や
理想の姿をイメー
ジし、取り組む方
針を整理する。 
◆優先順位に基づ
きスケジュールを
策定する。 

◆具体的なまちづ
くりの手法の計画
を立てる。 
◆まちづくりの
ルール（地区計画
等）の案をまとめ
る。 

◆まちづくりの整
備手法を計画に基
づき実践する。 
◆都市計画決定や
まちづくり事業を
開始する。 
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大山駅周辺地区では、これまで以下のようなまちづくりの取り組みが進めら
れてきました。 

大山駅周辺のまちづくりの経緯 

平成21年6月 「大山駅周辺まちづくり協議会」設立 

平成24年3月 「大山駅周辺地区まちづくりマスタープラン」の策定 
             （まちづくり協議会から区へ提言） 

平成26年3月  「大山まちづくり総合計画」（板橋区）の策定 

平成26年4月   大山駅西側地区の一部が不燃化特区に指定 

平成26年9月     連続立体交差事業の事業候補区間に位置づけ（東京都） 

平成27年２月  都市計画道路補助第26号線事業認可（東京都） 

平成27年12月 大山駅東地区地区計画の都市計画決定 

（まちづくりの取り組み） 

資 料  ３ 
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大山駅西地区まちづくり検討会（仮称）規約 案 

平成 28 年１１月○日 検討会決定 

（名 称） 

第１条 本会は、「大山駅西地区まちづくり検討会」（以下、「検討会」という。）と称

する。 

（目 的） 

第２条 この検討会は、「大山まちづくり総合計画」に掲げる将来像実現に向け、地区

の住民が協議・検討を重ね、地区特性に応じたまちづくりを推進することを目的と

する。 

（検討会の活動範囲） 

第３条 検討会の活動範囲は、原則として、「大山駅西地区まちづくり検討区域」の図

の範囲とする。 

（活動内容） 

第４条 この検討会では、次の活動を行う。 

⑴ まちの魅力の発見や課題の抽出を行ない、整理・共有する。

⑵ 地区住民や地権者等の意向の把握

⑶ まちの将来像に向けた「まちづくり方針」をまとめる。

⑷ 検討会の成果等の地区住民等への周知

⑸ まちづくりのルールの検討及び提案

⑹ その他、まちづくりを推進するための活動

（構 成） 

第５条 この協議会は、第３条の区域内の在住・在勤者及び地区内法人を対象として、

次の者をもって、構成する。 

⑴ 地区内の町会・商店街等から推薦された者

⑵ 募集により選ばれた者

２ 前項に定める者の他、会長が必要と認める者を協議会に出席させることができる。 

３ 委員の変更は、次に掲げる場合に会長の同意を得た上で、変更を行うことができ

る。 

⑴ 町会・商店街等から推薦者の変更の申し出があった場合

⑵ 委員数の減少等、再公募が必要と検討会が認めた場合

⑶ 前２号以外に委員の変更が必要と検討会が認めた場合

４ 委員の任期は、定めないものとする。 

資料  ４
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５ やむを得ない理由のため会議に出席できない委員は、代理人を立てることができ

る。  

（役 員） 

第６条 この検討会に、次の役員を置く。 

⑴ 会 長 １名

⑵ 副会長 ２名

⑶ 監 事 ３名

２ 会長、副会長及び監事は、検討会に属する委員の賛同を得て選出する。 

３ 会長は会務を総理し、検討会を代表する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その

職務を代理する。 

５ 監事は検討会運営が円滑に行われるよう会長を補佐する。 

６ 役員の任期は２年とする。ただし、再任は妨げない。 

（事務局） 

第７条 検討会の事務局を、当面の間までは、板橋区都市整備部拠点整備課に置く。 

（会議の運営及び開催） 

第８条 検討会の運営は、当面の間、役員と事務局で行うものとする。 

２ 検討会は、会長が招集し開催は、事務局が行うこととする。 

３ 検討会は、原則公開とする。 

４ 検討会傍聴規程を別途定める。 

５ 検討会は、必要に応じて地元住民に対し、情報提供するとともに、意見交換を行

っていくものとする。 

（役員会） 

第９条 検討会の運営が円滑に進むよう、必要に応じて役員会を開催する。 

（委 任） 

第 10 条 検討会の運営に関し、この規約に定めのない事項は会長が定め、事後、役

員会の承認を得る。 

付 則 

この規約は、検討会承認日から施行する。 
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大山駅西地区まちづくり検討会（仮称）の正式名称候補（案） 

１ 大山駅西地区タウンリノベーション検討会 

２ 大山駅西地区タウンプラン検討会 

３ 大山駅西地区再生検討会 

４ 大山駅西地区活性化検討会 

５ 大山駅西地区すまい・にぎわい検討会 

※なお、このほかに、皆様から検討会の「名称候補」があり

ましたら、次回開催の 10日前までに、下記連絡先に電話も

しくはＦＡＸでお願いします。 

【連絡先】板橋区役所 拠点整備課 池上 

 電話 03-3579-2449 ＦＡＸ03-3579-5437 

資料  ５
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■今後の予定

日時 議題案 

平成 28 年 11 月 4 日

（本日） 

・現状について

・検討会について

平成 28年 12月 ・検討会の設立について

・検討会役員の決定について

・大山駅東地区のまちづくりについて

平成 28年 1月 ・まちづくりの進め方について

・課題や魅力の洗い出し（ワークショップ）

平成 29年 2月 ・課題や魅力のまとめ（ワークショップと発表）

・今後の進め方について

平成 29年 3月 ・課題や魅力の確認（まち歩きの実施）

・まちづくりの実施方針について

資料  ６
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大山町会 

大山本町会 

大山旭町会 

大山商和会 

ハッピーロード大山
商店街振興組合

山中通り睦会 

参 考 資 料 
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（仮称）大山駅西地区地区計画検討会 

  平成 28 年１2 月 15 日（金）午後 7 時半～ 

  区立仲町地域センター 第２レクリエーションホール 

次   第 

１ 開会挨拶（事務局から）

・第１回のふりかえり

２ 議題

⑴（仮称）大山駅西地区地区計画検討会の設立について

① 規約内容（会の運営等）及び名称について    

② 検討会役員の決定について

⑵ 大山駅東地区の地区計画について     

⑶ その他

・今後の進め方    

３ 意見交換

４ 連絡調整

・次回開催日程調整

◇１月

◇２月

◇３月

５ 閉会 

資料 ３ 

資料 ４ 

名簿 

資料 １ 資料 ２ 

会議録 

（２）第２回検討会
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（仮称）大山駅西地区地区計画検討会規約 （案）  

平成 28 年 12 月○日 検討会決定 

 

（名 称） 

第１条 本会は、「大山駅西地区地区計画検討会」（以下、「検討会」という。）と称す

る。 

 

（目 的） 

第２条 この検討会は、地区計画案を検討・作成し、板橋区に提案するとともに、地

区特性に応じた地区計画を推進することを目的とする。 

 

（検討会の活動範囲） 

第３条 検討会の活動範囲は、原則として、「大山駅西地区地区計画検討区域」の図の

範囲とする。 

 

（活動内容） 

第４条 この検討会では、地区計画案を作成することに関する次の活動を行う。 

⑴ まちの魅力の発見や課題の抽出を行ない、整理・共有する。 

⑵ 地区住民や地権者等の意向の把握。 

⑶ 駅前周辺においては、既に地区計画が都市計画決定している「大山駅東地区」

の計画と齟齬が生ずることがないように調整する。 

⑷ 検討会の成果等については、地区住民や地権者等に周知する。 

⑸ その他、地区計画案の作成に必要な活動。 

２ この検討会では、施行された地区計画の推進に関して、必要な活動を行う。 

 

（構 成） 

第５条 この検討会は、第３条の区域内の在住・在勤者及び地区内法人を対象として、

次の者をもって、構成する。 

⑴ 地区内の町会・商店街等から推薦された者 

⑵ 募集により選ばれた者 

２ 前項に定める者の他、会長が必要と認める者を検討会に出席させることができる。 

３ 委員の変更は、次に掲げる場合に会長の同意を得た上で、変更を行うことができ

る。 

 ⑴ 町会・商店街等から推薦者の変更の申し出があった場合 

 ⑵ 委員数の減少等、再公募が必要と検討会が認めた場合 

 ⑶ 前２号以外に委員の変更が必要と検討会が認めた場合 

４ 委員の任期は、定めないものとする。 

資料  １ 
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５ やむを得ない理由のため会議に出席できない委員は、代理人を立てることができ

る。  

（役 員） 

第６条 この検討会に、次の役員を置く。 

⑴ 会 長 １名

⑵ 副会長 ２名

⑶ 監 事 ３名

２ 会長、副会長及び監事は、検討会に属する委員の賛同を得て選出する。 

３ 会長は会務を統括し、検討会を代表する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その

職務を代理する。 

５ 監事は検討会運営が円滑に行われるよう会長を補佐する。 

６ 役員の任期は２年とする。ただし、再任は妨げない。 

（事務局） 

第７条 検討会の事務局を、当面の間までは、板橋区都市整備部拠点整備課に置く。 

（会議の運営及び開催） 

第８条 検討会の運営は、当面の間、役員と事務局で行うものとする。 

２ 検討会は、会長が招集し開催は、事務局が行うこととする。 

３ 検討会は、原則公開とする。 

４ 検討会傍聴規程を別途定める。 

５ 検討会は、必要に応じて地元住民に対し、情報提供するとともに、意見交換を行

っていくものとする。 

（役員会） 

第９条 検討会の運営が円滑に進むよう、必要に応じて役員会を開催する。 

（委 任） 

第 10 条 検討会の運営に関し、この規約に定めのない事項は会長が定め、事後、役

員会の承認を得る。 

付 則 

この規約は、検討会承認日から施行する。 
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（仮称）大山駅西地区地区計画検討会の名称候補（案） 

 

１ 大山駅西地区地区計画検討会  追加案 

 

２ 大山駅西地区タウンリノベーション検討会 

 

３ 大山駅西地区タウンプラン検討会 

 

４ 大山駅西地区再生検討会 

 

５ 大山駅西地区活性化検討会 

 

６ 大山駅西地区すまい・にぎわい検討会 

 

 

資料  ２ 
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■今後の予定 
 

日時 議題 

平成 28年 11月 4日 

（完了） 

・大山駅西地区のまちづくりの経緯・現状について 

・検討会の立ち上げについて 

平成 28年 12月 15日 

（本日） 

・検討会の設立について 

・検討会役員の決定について 

・大山駅東地区のまちづくりについて 

平成 29年 1月 

（予定） 

・地区計画の進め方について 

・課題や魅力の洗い出し（ワークショップ） 

平成 29年 2月 

（予定） 

・課題や魅力のまとめ（ワークショップと発表） 

・今後の進め方について 

平成 29年 3月 

（予定） 

・課題や魅力の確認（まち歩きの実施） 

・地区計画の実施方針について 

 

資料  ４ 
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第 3 回大山駅西地区地区計画検討会 

  平成 29 年１月 25 日（水）午後 7 時半～ 

  区立グリーンホール ６０１会議室 

次   第 

１ 開会挨拶 

・会長挨拶

・区課長挨拶

・第２回のふりかえり（事務局から）

２ 議題

⑴ 検討区域について

⑵ 地区の課題、魅力の洗い出しについて

⑶ その他

３ 意見交換

４ 連絡調整

・次回開催日程調整

◇２月

◇３月

５ 閉会 

資料 １ 資料 １’ 

参考資料１ 

資料 ２ 

（３）第３回検討会
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大山駅西地区地区計画検討区域（案） 

補助第 26 号線 

補助第 26 号線 

大山駅 

川越街道 

資 料 １ 
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⑴．大山駅西地区地区計画検討会「検討区域」の考え方について 

検討区域につきましては、「地区計画の基本的考え方」や「共通の課題や特徴を

持つ地域」を持つ地域で定めることが一般的です。 

地区計画区域の基本的考え方 

 ①.地形地物 

道路、鉄道や地形等の特性で区切る 

 ➁.まとまりのある地区 

町丁目や街区単位でまとめる 

 ➂.話し合いが出来るエリア 

地区計画検討会などに参加していただく方々の生活地域 

 ※他、大山駅東地区などすでに都市計画が定められている地域と重複させない。 

共通の課題や特徴を持つ地域 

 ①.基盤整備 

  計画道路、都市施設等 

 ➁.商店街 

○そのほか、これまでにまちづくり計画などで検討されてきた区域 

①.大山駅周辺地区まちづくりマスタープランの示している検討区域 

➁.大山まちづくり総合計画では、地域全域を対象として地区計画を検討していく

と示しています。 

  大山駅東地区では、平成 27 年 12 月に地区計画の都市計画が決定しました。 

 ➂.「大山西地区地区計画の説明会（平成 26 年 12 月 12・13 日に開催）」で検

討案として示された区域 

●以上の内容を考慮した区域図が「資料１」の区域となります。 

資料 １’ 

参考資料１ 

資料 １ 
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⑵．地区の課題・魅力の洗い出し 

 地区計画の目標を検討するにあたり、地区の[課題]と[魅力]について 3 つのテ

ーマ「安心・安全、にぎわい、鉄道立体化を見据えたまちづくり」に整理して

みました。 

 

１ 安心・安全（主に住宅地・沿道のまちづくり等） 

 ［課題］※（ ）は「大山駅周辺地区まちづくりマスタープランの記載内容 

・防災性向上と良好な住環境の整備 

（木造家屋が密集する区域があり災害時に危険） 

（地震や火事などの災害に強い建物の整備を促進する） 

 ・公園や広場の不足 

 （子どもが遊べる公園が少なく、休息や交流する広場や緑が少ない） 

 ・道幅の狭い道路の解消 

 （幅員の狭い道路が多い） 

 ［魅力向上］ 

 ・商店街や公益機能施設に近い利便性の高い住宅地 

 ・歴史ある旧川越街道 

 

２ にぎわい（商店街・駅周辺等） 

 ［課題］ 

・商店街の連続性の確保 

（回遊性の向上） 

 ・新たな商業環境形成 

資料 ２ 
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 （風俗店や雑居ビルなどイメージの改善・業種の偏り改善） 

 ［魅力向上］ 

 ・歴史ある商店街 

 （商店街の元気さ、にぎやかさ、活気を維持しまちづくりに活用する） 

 ・利便性の高さ 

 

３ 鉄道立体化を見据えたまちづくり（駅前広場・鉄道立体化） 

 ［課題］ 

・ユニバーサルデザイン化 

 ・バス、タクシーへの乗り換えが不便 

 ［魅力向上］ 

 ・駅近接居住 
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平成２９年１⽉

大山駅西地区における
地区計画等の検討

１ 地区計画制度について
２ 当地区の地区計画の策定に向けて

（１）区域の設定について
（２）地区計画の目標について

1  地区計画制度について

2
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3

地区計画の構成
地区計画制度について

地区計画では、地区計画の「区域（位置・⾯積）」、「⽬標と⽅針
（⼟地利⽤・地区施設・建築物等）」、「地区整備計画」を定めます。

4

地区計画の「区域（位置・⾯積）」と「⽬標と⽅針」について
以下の項⽬について定めます。

区域

⽬標
・

⽅針

地区計画制度について

（⾯積）
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5

「地区整備計画」について
地区整備計画には、地区の特性の応じて、建築物等に関する制限や道
路・公園などの配置などの詳細なルールを定めることができます。
●建物・工作物の建て方

・建物の用途

・建物の規模（建ぺい率、容積率）

・建物の高さ

・道路や敷地境界からの外壁の後退距離

・敷地の面積

・建築物や工作物の形態意匠

・塀の種類など

・緑に関すること（緑化率、緑地の保全）

●道路、公園などの施設

地区計画制度について

２ 当地区の地区計画の策定に向けて

（１）地区計画の区域について

6
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大山西地区の土地利用整備の内容

7

「⼤⼭駅周辺地
区まちづくりマス
タープラン」で⽰さ
れた区域が基本と
なります

地区計画の区域について

8

地区計画の区域について

補助26号線

前述のマスタープランで⽰された
区域は下図の区域です

ハッピーロード大山商店街
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9

地区計画の区域（検討案）について

専門学校等で住宅地ではなく、
商店街からも遠いため、区域
から外すことが考えられます

商店街通り沿道であ
るため、区域に追加
することが必要だと
考えられます

ハッピーロード大山商店街

「商店街」、及び周辺の「住宅地」を区域とすることが考えられ、まちの⼀体
性の観点から下図のように⾒直すことが考えられます

地区計画の区域について

川越街道の沿道については、
同じ商業地ですが建物の多
くはマンションのため、区
域から外すことが考えられ
ます

10
地区計画の区域（案）

補助26号線

地区計画の区域（検討案）について

ハッピーロード大山商店街

以上を踏まえると、下図の区域とすることが考えられます

地区計画の区域について
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11

地区計画の区域について（参考）

⼤⼭まちづくり委員会により検討され、平成26年12⽉の説
明会で提案した、区域は、以下のような形状でした。

（２）地区計画の⽬標について

12
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13
地区計画の区域（案）

補助26号線

地区計画の区域の[魅力向上]や[課題]について

ハッピーロード大山商店街

地区計画の目標について

[課題]
・防災性の向上
・良好な住環境整備
・公園や広場の不足
・道幅の狭い道路の解消
・商店街の連続性の確保
・新たな商業環境形成
・ユニバーサルデザイン
・バス、タクシーへの乗

り換えが不便

[魅力向上]
・商店街や公益機能施設に

近い利便性の高い住宅地
・歴史ある旧川越街道
・駅近接居住

14

⽬標については、⼤⼭駅⻄地区の状況から、以下のテーマ
（キーワード）が基本になると考えられます

① 安心・安全なまちづくり

② にぎわいのあるまちづくり

③ 鉄道立体化を見据えたまちづくり

地区計画の目標について
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15

⼤⼭まちづくり委員会により検討され、平成26年12⽉の説
明会で提案した、⽬標については、以下のテーマ（キーワー
ド）がありました

① 商店街の賑わいを継承

② 安全・安心に住み続けられる地域

③ 鉄道の連続立体化を見据えたまちづくり

地区計画の目標について（参考）
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参考資料 １ 大山駅周辺地区まちづくりマスタープランの地区計画区域 
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第4回大山駅西地区地区計画検討会

次   第

1 開会挨拶

・会長挨拶

・ 区課長挨拶

・ 第 3回のもヽりかえり (事務局から)

2 議題

(1)地区の課題、魅力の洗い出しについて (意見交換)

平成 29年 3月 2日 (木)午後 7時半～

区立文化会館 不□室 (5階 )

参考 :第 3回配布資料

121 地区の目標・方針について 資 料

13)その他

・都市計画素案説明会 開催通知

3 意見交換

4 連絡調整

・次回開催日程調整

5 閉会

（４）第４回検討会

105



平成２９年３⽉

大山駅西地区における
地区計画等の検討

１ 地区計画制度について
２ 当地区の地区計画の策定に向けて

（１）地区計画の区域
（２）地区計画の目標
（３）地区計画の方針

はじめに

2
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 住民と区が連携しながら定める「まちのルール」です。
都市計画に位置づけられ、法的根拠があるルールになります。

 地区の目指すべき将来像を設定し、その実現に向けて「地区
整備計画」（具体的なルール）を定められます。

⼤⼭駅⻄地区地区計画の進め⽅

地区計画に定める内容

地区計画の区域

地区整備計画の
区域

3

ハッピーロード
大山商店街

4

補助26号線

地区計画について地区計画の区域について
 地区計画の区域

 「商店街」及び周辺の「住宅地」を区域とすることが考えられ、
まちの一体性の観点から設定します

 地区整備計画の区域
 市街地再開発事業の区域を先行して決定します。

地区計画の区域

地区整備計画の区域
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5

１ 地区計画制度について

6

地区計画制度について地区計画のすすめ方
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7

地区計画制度について地区計画のすすめ方

8

地区計画制度について

地区計画では、地区計画の「区域（位置・⾯積）」、「⽬標と⽅針
（⼟地利⽤・地区施設・建築物等）」、「地区整備計画」を定めます。

地区計画の構成
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9

以下の項⽬について定めます。

地区計画制度について「区域」、「目標・方針」について

区域 名称「○○地区地区計画」
位置「○○丁⽬地内」
区域（⾯積）

⽬標
・
⽅針

１ 地区計画の⽬標
２ 区域の整備・開発及び保全の⽅針

⼟地利⽤の⽅針
地区施設の整備の⽅針
建築物の整備の⽅針

10

地区整備計画には、地区の特性の応じて、建築物等に関する制限や道
路・公園などの配置などの詳細なルールを定めることができます。
●建物・工作物の建て方

・建物の用途

・建物の規模（建ぺい率、容積率）

・建物の高さ

・道路や敷地境界からの外壁の後退距離

・敷地の面積

・建築物や工作物の形態意匠

・塀の種類など

・緑に関すること（緑化率、緑地の保全）

●道路、公園などの施設

地区計画制度について「地区整備計画」について
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11

２当地区の地区計画の策定に向けて

（１）地区計画の区域

ハッピーロード大山商店街

12

前回、地区計画の区域を次のように設定しました。

地区計画の区域【前回のおさらい】

大山駅
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13

（２）地区計画の⽬標

14

前回検討した、⽬標のテーマ(キーワード）を深掘りします。
まちの課題を踏まえ、⽬標（地区全体で⽬指す⼤きな⽅向性）を検討します。

まちの課題整理と目標

区域 名称「⼤⼭駅⻄地区地区計画」
位置「板橋区⼤⼭町及び⼤⼭⾦井町各地内」
区域（⾯積）：約17.3ha

⽬標
・
⽅針

１ 地区計画の⽬標
２ 区域の整備・開発及び保全の⽅針

⼟地利⽤の⽅針
地区施設の整備の⽅針
建築物の整備の⽅針
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15

前回、⽬標のテーマ（キーワード）は次のようになりました。

① 安心・安全なまちづくり

② にぎわいのあるまちづくり

③ 鉄道立体化を見据えたまちづくり

まちの課題整理と目標目標のテーマ（キーワード）
【前回のおさらい】

▼
このテーマに基づき、具体的な⽬標を検討・整理してみました

16

まちの課題整理まちの課題整理

●主に住環境・防災上の課題

・老朽化した木造住宅などが密集 ・不燃化の推進 ・耐震性の高い建物の誘導

・子どもが遊べる公園の確保 ・緑の増進 ・快適に住み続けられる居住環境形成

・回遊性のある安全な歩行者環境

●主に商店街の課題

・まちのにぎわいと商店街の更なる活性化

・混在する多様な土地利用の共存と調和 ・地区に相応しくない用途の制限

●主に拠点地区・駅周辺の課題

・駅前や低未利用地、大規模土地利用転換を活用した土地利用の再編

目標の検討の前提となる、まちの課題としては「大山まちづくり総合計画」では、以下の事項
が示されています。
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17

まちの課題整理と目標

①安心・安全なまちづくり

・木造密集地域の改善による安全性の向上

・燃え広がらないために延焼遮断帯を整備 ・緊急輸送道路を整備

・住環境の維持・改善

②にぎわいのあるまちづくり

・補助第26号線が、商店街を横断して整備される中でも商店街の連続性を確保
し従来のにぎわいを維持向上

・人と人とのふれあいを大切にした商店街など「大山らしさ」を尊重

・拠点地区の健全な高度利用と都市機能の更新により、魅力ある市街地を形成

③鉄道立体化を見据えたまちづくり

・鉄道立体化や駅前広場の整備と連動したまちづくりの推進

・駅前広場の整備により、交通結節機能が強化

・鉄道立体化によって、鉄道により分断された市街地の一体化、踏切遮断によ
る交通渋滞及び踏切事故の解消

ま
ち
の
課
題

ま
ち
の
課
題

３つ目標テーマ（キーワード）３つ目標テーマ（キーワード）

⽬標のテーマと、まちの課題を踏まえると、以下の⽬標設定が考えられます。

18

（３）地区計画の⽅針
（区域の整備・開発・保全の⽅針）
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19

目標を踏まえて、３つの「方針」について検討します。
今回は、「 大山まちづくり総合計画」 を基に作成した案を
お示しします。

方針について

区域 名称「⼤⼭駅⻄地区地区計画」
位置「板橋区⼤⼭町及び⼤⼭⾦井町各地内」
区域（⾯積）：約17.3ha

⽬標
・
⽅針

１ 地区計画の⽬標
２ 区域の整備・開発及び保全の⽅針

⼟地利⽤の⽅針
地区施設の整備の⽅針
建築物の整備の⽅針

20

まずは、「土地利用の方針」についてです。

方針について

区域 名称「⼤⼭駅⻄地区地区計画」
位置「板橋区⼤⼭町及び⼤⼭⾦井町各地内」
区域（⾯積）：約17.3ha

⽬標
・
⽅針

１ 地区計画の⽬標
２ 区域の整備・開発及び保全の⽅針

⼟地利⽤の⽅針
地区施設の整備の⽅針
建築物の整備の⽅針
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21

【参考】用途地域の指定状況

ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
大
山
商
店
街

大山駅

方針について

22

駅前拠点

クロス
ポイント

ピッコロ
スクエア

住宅地区

住宅地区

住宅
地区

住商共存地区

住商共存地区

商店街を中心とした
商業地区

川越街道沿道の
商業地区

ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
大
山
商
店
街

大山駅

住宅地区

住商共存地区

商業地区

商店街中心

川越街道沿道

主要な地区

拠点地区

クロスポイント地区

ピッコロスクエア地区

駅前拠点地区

土地利用の方針は、用途地域の区分を踏まえ下図のゾーン毎に、
検討することが考えられます。

地区の分類 方針について
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【拠点】
駅前

【拠点】
クロス
ポイント

【拠点】
ピッコロ・
スクエア

住宅地区

住宅地区

住商共存地区

商店街を中心とした
商業地区

川越街道沿道の
商業地区

ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
大
山
商
店
街

大山駅

まちづくりとしての拠点形成⽅針図 （まちづくりの取り組み）

●拠点の位置づけ
・⻄側地域全体の交流とにぎわいの拠点
●形成の⽅向性
・⼟地の合理的で健全な⾼度利⽤
●整備⼿法等
・市街地再開発事業による共同化

地区計画
検討区域

【拠点】駅前地区

【拠点】ピッコロ・ スクエア地区

●拠点の位置づけ
・多様な⼈々が集うにぎわい
と交流の拠点

●形成の⽅向性
・鉄道⽴体化や駅前広場の整
備に合わせた市街地の再編

●拠点の位置づけ
・歩⾏者の流れをつなぎ、⽣み
出す拠点

●形成の⽅向性
・⼟地の合理的で健全な⾼度利⽤
●整備⼿法等
・補助第26号線整備に合わせた
市街地再開発事業による共同化

【拠点】クロスポイント地区

23

住宅地

・戸建住宅と集合住宅が調和した緑豊かで、安心安全な住環境の
形成を図る

商店街

・魅力ある商店街として更なる発展をするためまちづくりルールの導
入や道路空間を活用した賑わい創出などを検討

拠点地区

・商店街に不足している施設や生活利便施設の導入を図り、まちのに
ぎわいと商店街の活性化に寄与する整備を推進

24

方針について

「大山まちづくり総合計画」での記載

①土地利用の方針

「大山まちづくり総合計画」では、
次のような方針が、地区別に示されています。
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25

地区の特性に応じた土地利用の誘導を図る

・住宅地の居住環境の
維持・改善

・商店街を中心とした賑
わい・魅力の維持・向上

土地の集約化による合理的かつ健全な高度利用を図り、商業・生活利
便施設・住宅など各種都市機能の集積を誘導

拠点地区

住宅地区 商店街中心の商業地区

・幹線道路整備とあわせ
た沿道まちづくりの推進

沿道の商業地区

・居住環境と商業環境
の調和

住商共存地区

地区計画への記載案

主要な地区

大山まちづくり総合計画の内容を踏まえると
次のような地区別の土地利用の方針を定めることが考えられます。

地区別の具
体的な方針
は、今後、検
討会での検
討・協議を踏
まえ作成して
いきます。

25

⼤⼭町クロスポイント周辺地区の
地区整備計画について

26
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ハッピーロード
大山商店街

27

補助26号線

地区計画について地区計画の区域について
 地区計画の区域

 「商店街」及び周辺の「住宅地」を区域とすることが考えられ、
まちの一体性の観点から設定します

 地区整備計画の区域
 まずは、市街地再開発事業の区域とします

地区計画の区域

地区整備計画の区域

■概ね3年後■今回

28

ｃ

再開発事業の計画内容につい
て、具体的なルールとして都
市計画決定

具体的なルールについて、検
討・作成し、都市計画決定

地区計画の区域

地区計画について地区整備計画の段階的な拡充
 今回、市街地再開発事業の区域について地区整備計画を定め、

今後段階的に拡大します

地区整備計画の
区域

地区整備計画の
区域
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注：検討・協議中の内容であり、今後変更する可能性があります。

地区計画について① 地区施設の配置及び規模
 次の地区施設を配置します
 地域の交流、防災性向上に資する広場
 歩行者の利便性・安全性向上に向けた通路や歩道空間

幅員
約8m

幅員
約6m

幅員
約6m

幅員
約4m 29

30

地区計画について② 建築物等の⽤途の制限
 一部の用途を制限し、健全な商業

環境の形成を図ります
 性風俗店を制限
 馬券・車券販売所を制限
 商店街沿いの1階では、住居系

の用途を制限
 倉庫業を営む倉庫を制限

AB

③ 建築物の敷地⾯積の
最低限度

 地区別に最低敷地面積を設定し、
地域のシンボルとなる建築物を
誘導するとともに、
敷地の再細分化を抑制します
 拠点地区A：1,000㎡
 拠点地区B：200㎡
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 周囲への影響や商店街という地域特性に配慮し、
壁面位置の制限により、歩行者空間を確保します

31

④ 壁⾯の位置の制限

AB
⑤ 建築物等の⾼さの最⾼限度

地区計画について

 限定的な敷地での高度利用
となるよう、街区別に高さ
の制限をします
 拠点地区A：高さの最高限度95m
 拠点地区B：高さの最高限度45m

◆これら以外にも「建築物等の形態又は色彩その他の意匠」や「垣又はさくの構
造」の制限があります

※高さや壁面後退距離については、東京都高度利用地区の指定方針及び指定基準を踏まえ設定しています

32

市街地再開発事業について市街地再開発事業の概要
 名称：(仮)大山町クロスポイント周辺地区第一種市街地再開発事業
 面積：０.９ｈａ
 区域図、公共施設の配置及び街区の配置図（下図）
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33

市街地再開発事業について

建築物の⾼さの限度及び壁⾯の位置の制限

 道路境界より1.0m～6.0m後退して建物を整備し、歩道状空地を
確保します

 高さの限度は、B・C街区は45m、A、D街区は95mとします

34

市街地再開発事業について建築物の整備内容

街区 建築面積 延べ面積 主要用途
建築物の高さ

の限度
建ぺい率 容積率

A街区 約1,840㎡ 約26,600㎡ 住宅、店舗、
駐車場

95m 約60% 約62%

B街区 約300㎡ 約2,600㎡ 住宅、店舗、
駐車場

45m 約70% 約50%

C街区 約210㎡ 約620㎡ 店舗 45m 約60% 約50%

D街区 約870㎡ 約10,750㎡ 住宅、店舗、
駐車場

95m 約70% 約57%

 各街区で商業用途を配置し、A、B、D街区には、住宅用途を配
置します
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35

高度地区、防火・準防火地域について⾒直しの内容

①の区域

第三種高度地区
絶対高さ制限35m

・
準防火地域

第三種高度地区
絶対高さ制限なし

・
防火地域

②の区域

高度地区の指定なし
絶対高さ制限45m

・
防火地域

高度地区の指定なし
絶対高さ制限なし

・
防火地域

 絶対高さ制限を見直すことで、限定的な敷地での高度利用を可能
にし、拠点形成を誘導

 区域内をすべて防火地域とすることで、地区全体の防災性を向上
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